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Ⅰ はじめに 
 

１ 本校が目指す科学が好きな子ども像 

 

  本校の子どもたちは、与えられた課題に対しては一生懸命取り組むことができている。様式に当てはめ

て文章を構成して記述したり、モデルとなる話し方を目指してスピーチの練習を重ね、自分の意図が伝わ

るように話したりすることができる。学習の方法と手順が明確になっているときは、意欲的に学習をする

ことができている。 

  しかし、自ら進んで自然事象と関わり、問題を見出し、解決方法を考え、見通しをもって学習を進める

ことは難しい。前の時間と次の時間とのつながり、単元同士のつながりを意識している子どもは少ない。

さらに、1人で考えたことをグループやクラス全体の場で発表することはできても、議論して深めていっ

たり、視野を広げていったりして、より確からしい考えをつくっていくことはあまり意識ができていない。 

  そこで、昨年度は、「意欲的に追究し続ける子ども」「問題に対してみんなで考えを出し合い、解決して

いこうとする子ども」というテーマを設定して研究を進めていった。てこの学習を通して、「小さい力を

大きくできる」が「動かす距離で損して力で得している。でも、動かす距離で得すると力で損する」とい

う考えをもつことができた。さらに、電熱線について学習した時に「太い電熱線は熱で得して電気で損す

る。細い電熱線は熱で損して電気で得する」「てこと同じようにどちらも結局一緒になる」というエネル

ギーの考え方をもつことができた。これは意欲的に追究し続けるために単元配列を考えて、科学的な見方

のつながりを意識した成果だと言える。 

一方で、課題もたくさんあった。子どもが「なぜ？」を見付けても、それを解決する方法を考えること

がとても難しかった。さらに、実践内容が偏っていて、多くの子どもが「理科って楽しい！」「もっとや

りたい！」という思いをもつまでには至っていなかった。 

  これらの課題を解決するために、今年度の本校が目指す科学が好きな子ども像を設定した。 

 

 

 

 

 

  「意欲的に問い続け、学び続ける子ども」とは、科学することを楽しむ子どもの姿を想定している。昨

年度の課題を受けて、楽しくなければ「問い」を続けない、「学び」を続けないと考えた。自然事象に触

れ、それを科学的に分析していくことを楽しむ子どもにしていきたい。「なぜ？」を発見して、ドキドキ

しながら学習を始める楽しさと、「なぜ？」を解決していく過程でワクワクしながら学習する楽しさを感

じられる子どもの姿を目指す。 

  「問題に対してみんなで考えを出し合い、解決していこうとする子ども」とは、友達と協働的に学習し

ていく姿を想定している。一人で見付けた「なぜ？」をみんなで共有する楽しさや、みんなで「なぜ？」

を見付けると視野が広がる楽しさを感じられるようにしたい。解決していく方法を考えるのも、一人より

みんなの方が楽しい。さらに、より良い解決方法が見つかることが多い。そして、みんなで解決していく

ことで、多くの人が納得する説明を求められる。実験結果からより妥当な考えを導き出し、多くの人の賛

同を得ることは、科学の大切な要素である。 

  自然事象と出会い、「なぜ？」を発見し、みんなで共有することを楽しみ、みんなで「なぜ？」を解決

していくことを楽しみ、学び続けようとする姿を本校が目指す科学が好きな子ども像として設定した。 

  そこで、その姿に迫るために、昨年度までの手立てを改善して、今年度の研究を進めてきた。 

 

２ 科学が好きな子ども像に迫るための手立て 

  ①意欲的に問い続け、学び続ける子どもにするために 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜2016年度の本校が目指す科学が好きな子ども像＞ 

①意欲的に問い続け、学び続ける子ども 

②問題に対してみんなで考えを出し合い、解決していこうとする子ども 

(１)身近な自然の事物・現象を観察して子ども自ら「なぜ？」を見出し、解決方法を考え、「なぜ？」を解

決していけるような単元を構成して学習を進めていく。 

課題 

 身近な自然事象の観察から子どもの「なぜ？」を引き出すことはできたが、そこから生まれた問題を解決

するための実験方法を考える場面を意図的に設定することができなかった。 

改善した手立て 

 実験方法を考える場面を単元の中に意図的に設定する。予想を確かめるにはどのような実験をすればよい

のか具体的に操作もイメージしながら実験方法を考えられるようにする。 
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②問題に対してみんなで考えを出し合い、解決していこうとする子どもにするために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は、昨年度の改善案をまとめ、以下の４つの手立てで科学が好きな子ども像に迫っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 実践 
 

 

 

 

 

学習問題 でんぷんは、かんだら甘くなるのかな？ 

子どもたちは、「なぜ？」と思ったことを解決する方法が見つか

らないと先へは進めない。見通しが全く持てないことに対しては

意欲的にもなれない。そこで、問題に対して立てた予想を検証す

る方法を考える時間を確保して、じっくり考えていった。 

本単元は、人が生きていく上で必要なものは何かという問いか

けからスタートした。その一つとして食べ物が挙がった。食べ物

は口から入ってどこでどうなるのか話し合い、口の中で起こるこ

とに着目できるように、食事をしている時の口の様子を想起する

ように声を掛けた。そうすると、「米は噛めば噛むほど甘くなる」

というつぶやきが聞こえてきた。それを取り上げ、全体に投げか

けると「分かる！」という意見と、「そんなはずはない！」という

(２)子どもが問題を解決する必要感をもてるような単元を構成する。さらに、単元と単元をつなげたり、単

元で身に付けた力を他の場面で活用したりできるように学習を進めていく。 

課題単元をつなげることによって学習効果が高まったことが分かる実践が少ない。身に付けたい見方・考え

方、問題解決の能力を明確にしたカリキュラムがつくられていない。さらに、活用の定義が曖昧で、知識を

活用している姿が明確でない。 

改善した手立て単元のつながり、見方・考え方のつながりを意識して、身に付けた知識を活用する場面を意

識した単元構成にする。全国学力学習状況調査で示されている、「適用」「改善」「分析」「構想」の視点で知

識を活用する姿を具現化していく。さらに、実践事例を他学年に広げていく。 

(１)理科学習の学び方を理解して、理科の楽しさを感じることができる単元を通して、見通しをもち学習を

進め、それを振り返る時間を確保する。 

課題理科の楽しさを感じていることを示す記述が少ない。また、学習指導要領が示す目標にある自然を愛す

る心情について十分に育てられているとは言えない。 

改善した手立てＡ、Ｂ区分、両方の実践を通して自然を愛する心情を育てていく。 

(２)グループやクラスで予想や考察を話し合い、共に学ぶ良さを実感できるようにしていく。 

課題理科学習に生かすことができる観察する力、記述する力、話し合う力はどのようなものか曖昧である。

意図的、計画的に指導できていない。 

改善した手立て観察する視点、考察と予想の書き方、話し合いの仕方をしっかり指導することで、考えを共

有することができ、共に学ぶ良さを実感できるようにしていく。 

①意欲的に問い続け、学び続ける子どもにするために 

（１）身近な自然の事物・現象を観察して、子ども自ら「なぜ？」を見出し、解決方法を考える時間

を設定し、「なぜ？」を解決していけるような単元を構成して学習を進めいてく。 

（２）子どもが問題を解決する必要感をもてるようにするとともに、「つながり」を意識した単元を構

成し、身に付けた力を活用する場面を設定する。「適用」「改善」「分析」「構想」の視点で知識

を活用できるようにしていく。（全ての実践に【活用の視点】を明記する。） 

②問題に対してみんなで考えを出し合い、解決していこうとする子どもにするために 

（１）理科学習の学び方を理解して、理科の楽しさと自然を愛する心情を感じることができる単元を通し

て見通しをもつ時間、それを振り返る時間を確保していく。 
（２）自分に必要な情報を読み取る観察力と、より妥当な考えをつくりだすための話し合う力、記述する

力を身に付け、共に学ぶ良さを実感できるようにしていく。 

単元名「人の体のつくりと働き」（第６学年 理科 2015 年 9 月～10 月実施） 

①－（１）身近な自然の事物・現象を観察して、子ども自ら「なぜ？」を見出し、解決方法を考える

場面。【活用の視点】構想 改善 

 

でんぷんを口に含み、甘くないことを確認

している様子 
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意見がぶつかり合い、子どもたち同士で議論になり、「米はかむと甘くなるのか」という問題を設定した。

その後に予想を話し合った。予想の話合いでは、「（既習事項の）ジャガイモは、でんぷん→糖→でんぷん

と変えていた。人間もでんぷんを糖に変えることができるんだと思う」という意見が出された。前単元で

「ショ糖試験紙」という物を使い、ジャガイモはでんぷんを糖に変えていることを確かめた子どもたちは、

人間にもそれができるのではないかと考えていた。一方、「それができるなら植物は全部甘くなる。それ

はおかしい」という意見もあった。「甘くなる」原因として「かむこと」「熱」「だ液」に焦点化された。

さらに、「かむ＋熱」や「熱＋だ液」という組み合わせによって甘くなると考えている子どももいた。「甘

い」かどうかは味覚の問題で、客観性がない。米自体、でんぷん自体が甘いのかもしれないという予想も

出ていた。考えが多岐にわたり、自分の予想を確かめるために実験方法を考える適切な場面だと考えた。 

そこで、でんぷん自体は甘くないことを確かめるために、片栗粉を口に含む実験をした。市販の片栗粉

は馬鈴薯でんぷん 100%という事を事前に学習していたので、でんぷん自体は甘くないことを全員が確認

できた。子どもたちは、「でんぷん自体は甘くない。」でも「米は甘く感じる。」それなら、でんぷんがで

んぷんではなくなっているのではないか、と考えていった。それを確かめる方法としては、前単元でも使

ったヨウ素液があることを確認した。いつもなら、ここまでを子どもが考え、調べたいこと以外の条件を

そろえた実験方法を教師とのやり取りの中から考えていくよう

にしていた。今回はここからどのような実験をすれば予想が確か

められるのか、グループで話合い、検証方法を子どもたち同士で

検討する時間を設定した。 

 右の学習カードは、そのときの１班の実験方法である。ヨウ素

液やショ糖試験紙を使えば確かめられるということは分かって

いたが、何をどのように調べると何が分かるのか、何と何を比較

する必要があるのか、全く書けていなかった。どの班も同じよう

な感じだったので、一度全体で話合い、実験方法を改善する視点

を明確にしようと考えた。 

（2015年 ９月 29日 ２時間目   授業記録の一部抜粋） 

C：１班では、まず、大量のだ液を混ぜてそのあと、ヨウ素液をかけて、かけ終わったあと、かけたらそ

のあとショ糖試験紙で甘い、糖があるかどうか調べる。 

C：２班は、大量のだ液をとって、少量のでんぷんと混ぜてヨウ素液をかけるんですけど、あの、青紫色

に反応したらだ液では甘くならないという結果になって、反応がなしだと、だ液で甘くなった可能性

があるため、ショ糖試験紙で反応を見るという意見が出ました。 

C：えっと３班では、片栗粉を口に入れて、だ液と混ぜてシャーレに出して、２班と一緒の実験方法です。 

C：３班と似ているんですけど、えっと、ジャガイモを口に入れて、だ液と一緒にかんで、口に入れたジ

ャガイモを出して、ヨウ素液をかけて、調べます。 

C：今の８班さんと似ているかもしれないんですけど、だ液と片栗粉を合わせるんですけど、シャーレの

中で合わせて、その片栗粉をそのままの片栗粉、ジャガイモ、ごはんと米で４種類に分けてそのあと、

４つのシャーレにヨウ素液をかけて、でんぷん反応があれば、ショ糖試験紙を付ける。 

T：じゃあちょっと先生からいいですか。このままでは実はかなり甘くて、実験方法になってないんです

ね。まず口の中でやろうとしているグループと、シャーレに出してやろうとしているグループあるで

しょ。これって状況が全然ちがうの分かる？体温が入ってくるね、こっち体温なし。これ比べるとじ

ゃあ何が分かるの？ 

C：体温がいるか。 

T：分かるでしょ。今回調べたいのは、予想をちゃんと確かめられるかどうかでしょ。予想を確認できる

ような方法を考えなきゃいけない。今、これだけでは、かめばかむほどって全然調べられない。かめ

ばかむほどっていうのはかむ回数、回数に関しては何も書いていない。それと、でんぷんの量に関し

ても比べようがない。これで比べて何が分かるっていうことまで考えないと実験できないし、ごは

ん、片栗粉、ジャガイモ、それによっても違うし、どれくらいの量、一粒、十粒で比べるのかという

とこまでやらないと方法になりません。もう一回考えてみて。このままじゃできません。 

（グループで再検討する時間を確保した） 

C：えっと１班では、だ液と片栗粉を混ぜて、だ液は１０ｇで、片栗粉を１ｇにして、でそのあとにヨウ

素液とショ糖試験紙で調べることになりました。で、体温は口の中とシャーレを両方ともやって、歯

では、口で噛むほうは５０回やって、つぶすのも５０回やります。かむことを調べるには、５０回と

１００回で調べます。でんぷんの量は、でんぷんが１０ｇだ液が１ｇ、でんぷんが１ｇだ液が１０ｇ

で調べます。 

１班が考えた実験方法 
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C：僕たちの班では、えっと、体温とかむを同時に調べることにして、口の中でかまずにやるのと、シャ

ーレに出してやるのと、次に口の中でかむってやつなんですけど、これは１回と３０回でかむ回数を

変えます。次に乳鉢に入れて乳棒でつぶすっていうのなんですけど、これは１回と３０回くらいでや

って、次にだ液の量なんですけど、１０ｍｌと３０ｍｌで、これはどのくらいの量なのか予測できな

かったので場合によっては変えます。それで次に、片栗粉の量なんですけど、片栗粉の量は１ｇと５

ｇでこれもだいたいなので場合によっては変えます。これで６通りと４通りで合計で２４通りにな

りました。 

C：見えますか。まず最初にでんぷんの量で甘さは変わるのかというのを実験するために、ジャガイモを

極端と言われると極端なんですけど、１ｇと１０ｇで比べて、米も１ｇと１０ｇで比べて、片栗粉も

１ｇと１０ｇで比べます。で、んと、かむ回数、かめばかむほどっていう実験なんですけど、かむ回

数も極端なんですけど１０回と１００回でかんで実験します。で、シャーレと口の中で体温で甘さは

変わるのかで、シャーレの場合はだ液を出して、ジャガイモと米と片栗粉で分けて実験するんですけ

ど、ヨウ素液をかけて実験するんですけど、口の中で実験する時に１００回かむので、シャーレの場

合は噛めないので、つぶす、乳鉢でつぶします。で、口の中で実験する時は、だ液を口の中で出して、

ジャガイモ、米、片栗粉１００回かんでだして、ヨウ素液をかけます。 

T：だいぶ具体的になってきたね。何のために実験をするかはっきりしていてとてもいい。じゃあそれを

もとに、準備してトレーに入れておきましょう。 

前半の話し合いでは、「少量」「大量」という曖昧

な表現が多かった。さらに、でんぷんにヨウ素液を

かけ、その後ショ糖試験紙をつけるという手順の

みが語られている（授業記録の下線部）。このまま

では予想を確かめることができないと判断し、教

師が実験方法の考え方を指導した。 

再検討後の発言には、具体的な数値、何を調べる

ために何と何を比べるのか、詳しく説明すること

ができていた（授業記録の二重下線部）。１班の実

験方法も大きく変わっていた。 

思っていた以上に、子どもたちは、実験方法を考

えることが難しいようである。問題づくり、予想や考察に時間をかけて

いた分、そこに時間をかけていなかったことも原因の一つであろう。し

かし、予想を確かめるために何をすればよいのか解決する方法を考え

ることはとても大切である。このような場面を指導計画の中に意図的

に入れ、各学年で繰り返し学習していく必要性を感じた。 

さらに、この場面を、「活用の視点」で見ていくと、ヨウ素液やショ

糖試験紙といった、既習事項を活用して実験方法を「構想」している。

しかし、予想を確かめるために検証方法が考えられていないので、「比

較」「条件制御」といった知識を活用し、「改善」を促す声掛けをした。

授業記録からは、「構想」「改善」する姿が見られた。 

そして、次の時間に実験を行った。自分たちで考えた実験方法だったので、必要な器具の個数をしっかり

そろえるなど、準備もスムーズで、結果から何が言えるのか見通しを明確にもって実験することができた。  

しかし、今回の場面では予想が多岐にわたり、考えられる要因が「かむこと」「だ液」「熱」さらにその組

み合わせとなり、複雑だった。実験方法を考えるだけなら適切な場面だったかもしれないが、実験して結果

の分析をすると非常に煩雑になり、考察していくのが難しかった。どの単元のどの場面で実験方法をじっく

り考えるようにすると学習効果が高いのか、系統も含めて検討していく必要がある。 

 

 

 

 

 

学習問題 人間がはく空気の成分の割合はどうなっているのかな？ 

この学習をする前に、「燃焼の仕組み」や「植物の体のつくりと働き」について学んできている。そこで

獲得した知識を「人の体のつくりと働き」の単元でも「適用」しながら、自分の考えを「改善」していくこ

とができるように学習を進めていった。 

再検討後の１班が考

えた実験方法 

実験計画をもとに器具を準備して、

実験している様子 

単元名「人の体のつくりと働き」（第６学年 理科 2015 年 9 月～10 月実施） 

①－（２）「つながり」を意識した単元を構成し、子どもが身に付けた知識を活用する場面。 

【活用の視点】適用 改善 
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この学習を学習問題に対して予想を立てる段階から「学習したことをもとにして予想を立てる」というめ

あてを設定して、ノートに記述していった。 

Ａ児のノートには、「空気の割合は、火が燃える時と同じだと思う。」という記述がある。前時に呼気を石

灰水に通すと白く濁るということも確かめている。酸素と二酸化炭素が関係していることも燃焼の仕組み

と同じである。それなら呼吸も同じようになるのではなないかと、学習したことを別の場面に「適用」する

姿が見られた。 

子どもたちの予想は、「人が吸った酸素を一瞬で二酸化炭素に変え

るとは考えにくいから、体の中にたまっていた二酸化炭素が出てき

ているのではないか。」、「火は短い時間で変わっていたから、人間も

同じような感じだと思う。」という考えに分かれた。子どもたちは前

者を「交換」、後者を「変わった」と名前を付けて区別していた。こ

れらの予想を基にして実験をした。呼気をビニル袋にため、デジタ

ル気体チェッカーを使って測定していった。 

結果は、酸素が 18%、二酸化炭素が３%になり、吸気と比較すると

酸素が３%減り、二酸化炭素が３%増えたことが分かった。この結果

を予想と照らし合わせて考察したことをノートに書き、それをもと

にグループで話し合っていった。 

（2015年 ９月９日 ５時間目  ３人のグループでの話合いの記録から一部抜粋） 

C1：結果は３％増減しているので、酸素は体のどこかで二酸化炭素に変わったって言える。これは原 

因になる？ 

T：そこはどう思う。言っていいかどうか。変わったって言っていいかどうか。 

C2：あ、交換したかもしれない。 

T：要は、変わったのか交換したのかがはっきりしたのかどうか。 

C3：まだ分からない。交換でもあり得る。 

T：てことはそれは、結果の原因の方だね。結果を説明しているよね。うまく。それの可能性もあるわけ 

でしょ。 C1：まだどっちか分からないからさ。 

C3：じゃあとりあえず、酸素が１８％で、二酸化炭素が３％で、３％の増減あったでいいかな。 

C1：結果の原因が、変わったか、交換かってこと。 C3：原因て言ってもほとんど予想じゃん。 

C2：どっちかで、私は変わったと思う。 

T：よしじゃあ、結果の原因だ。結果の原因をどう考えるか。 

C1：変わったか、交換したか。どっちだと思う？  

C2：うちは、変化したと思う。まだどっちか分からないけど。 

T：でもそれを話し合った方がいいわけよ。例えば交換と考えたら、今もたまっているわけだね。じゃあ

この一瞬でその３％の変換ができる訳ないって感じ？あなたどっちなの？C3：えっと、変わる方で。 

T：じゃあこの一瞬で酸素がいきなり二酸化炭素に変わるってこと？ C3：あーそっか。 

C2：でもろうそくも一瞬で変わったから人間も変わるんじゃない。 

T：ろうそくも一瞬だったな。そうそう。 

C1：確かに変わってるよね。え、あの、吸ってそれが少し体に入って、それが出てきて、一瞬で変わるっ

ていうか中に入っているものが少しでてくるのは交換。 

T：じゃあ交換っていう感じかな。もともと入っている物が押し出されて出てくるみたいな感じでしょ。 

中にある物をだしているよな。この一瞬の、今吸ったものを一瞬で変えて出しているのか。 

C1：それが変えている。 T：だと思うよ、予想の話合いでは。 

C1：したら、どっちだと思う？ C2：えー、 C3：おれ交換。 C2：一瞬で変わる。火もそっか。 

C3：火だって一瞬で変わっているから。火は交換している。 

呼気を集めてデジタル北チェッカーで

測定している様子 

Ａ児のノート 
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C1：何かしらして二酸化炭素を出さないといけないから。 

C2：だったら交換っていったら、いつ二酸化炭素をたくわえているの。 

C3：だから、それはまだ分からない。 

C2：分からなかったら交換じゃないじゃん。 

C3：なんで、まだやってもいないのに分からない。 

C1：そしたら酸素吸う意味ってなにになるの。だってすぐ変わったら何にもならないじゃん。おなかぱん

ぱんになっちゃう。なんか出さないと。 T：じゃあそれは疑問だな。 

C2：あ、あ、そういうことか、じゃあ交換でいいよ。理解した。 

C3：だって意味なくなっちゃうじゃん。 

C2：理解した。 

C1：光合成だってさ、でんぷんを作るためにあるけど、 

T：なるほど、酸素は吸って何かして C1：何かして 

C2：何かしなきゃいけないんだ 

T：二酸化炭素になっているはずだと。 

C1：えさとふんみたいな関係。 

T：なるほどなるほど、なにかしているはずだから、体の中にしばらく酸素がいて、二酸化炭素に変わり、

はあーってやった時に一緒に乗って出てくる。 

C3：そう。 T：すごいね、それ。 C2：なるほど。 

この話し合いからは C2 が友達と議論す

ることを通して自らの考えをより良いも

のに改善していく姿が見られた。C2 は結

果をもとにして酸素が二酸化炭素に変わ

ったと考えていた。「でもろうそくも一瞬

で変わったから人間も変わるんじゃな

い。」という発言からは、燃焼の仕組みで

学んだことを適用していることが分かる。

話し合いが進み、二重下線部の C1 が「酸

素を吸う意味」について話し始めた時に、

子どもたちの表情が変わった。前単元で

は、植物の葉のつき方、根の広がり方、全て意味があるという見

方を獲得していた。その知識を適用することによって C2の考えが

改善された。光合成で二酸化炭素を取り入れることには、でんぷ

んができるという意味がある。それなら人間は酸素を吸う意味が

あるはずだと考えるようになった。 

その後、グループで話し合ったことをクラス全体で共有してい

った。今回の結果からは、どのグループも「交換」なのか「変わ

った」なのか結論付けられないので、「吸った空気はどこでどのよ

うになっているのだろうか。」という次の時間の学習問題ができて

一時間の学習が終わった。 

A児は予想の時から、呼吸について燃焼の仕組みと結

びつけて考えていた。その予想を結果と照らし合わせ

て振り返ることができていた。さらに、「どのようにし

て酸素を二酸化炭素にしているか疑問に思ったので調

べてみたい」と記述していて、意欲的に学習に取り組ん

でいることが読み取れる。 

この授業は学区の中学校の理科の先生に参観しても

らっていた。その後の協議会では、「子どもたちが予想

をしっかりもって学習している様子がよく分かった。」

「実験する意味、この実験で何が分かるのかよく理解

して学習している。」「今までの学習を生かして考えて

いるのが良かった。」「学習を次につなげる姿がよかっ

た。」「この子たちが入学してくるのが楽しみ。」という

声を頂いた。中学校の先生方と授業を通して話し合う

グループで考察を話し合っている様子 

調べたことから考察を班でまとめたホワイトボード 

人体模型と図書資料で調べている様子 

Ａ児のノート 
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ことで小学校と中学校の理科の「つながり」が生まれた。小学校で大事にしていることをベースにして中学

校ではさらに発展し、もっと科学が好きな子どもに成長できる素地をつくっていきたい。 

次の時間は、吸った空気がどこでどうなっているのか人体模型と図書資料を使って調べた。 

調べたこととから、酸素が体内で使われ、二酸化炭素になって出ていくということが分かった。そこから、

子どもたちは、「交換」の方が説明がつくと結論付けていった。植物の光合成と人間の呼吸がつながり、生

物がやることには何か意味があるというように、考えを広げることができた。 

さらに、ガス交換が肺で行われていること、酸素や二酸化炭素は血液によって運ばれていること、肺は２

つあり胸のあたりにあることなど多くのことを調べて理解していった。 

しかし、また新しい疑問が生まれた。「なぜ血液に気体が入っているのか。どうやって溶けているのか。」

ということだ。これはこれから学習する水溶液の性質の気体が溶けている水溶液につながる。 

どこでどのように何がつながるのか、つなげることができるのか、つなげることでどのような学習効果が

あるのかよく考えてカリキュラムを組んでいくことが大切である。また、教師が意図していなくても子ども

たちがつながりを見つける場合もある。そこに対応していける教師の視野の広さも必要である。これらは今

後の課題である。 

本単元は、手の力だけでは持ち上げられない物も、てこの働

きを使うことによって持ち上げることができることを体験し、

その働きの規則性を見付けていった。さらに、てこの規則性が

身の回りの道具にどのように活用されているかを調べること

で、理科の学習と生活の「つながり」を意識できるように単元

を構成していった。昨年度も同じような実践を行った。そこで

分かったことは、「分かる」と「できる」は違うということであ

る。てこの規則性を理解していても、それを実際に活用して行

動に移すとなると、今までの学習を活かすことができていない

子どもが多かった。そこで今回は身に付けた知識を他の場面で

適用する時間を多く設定した。 

まず、重い棚を持ち上げる活動から単元を始めた。一人ひと

り持ち上げてみたが、持ち上げることができなかった。棚の下

にはキャラクターの人形が挟まれていて、それを助ける目的で

持ち上げていた。「棒を使えば持ち上げることができるよ。」と

言った子どもがいたので「重い物を小さい力で持ち上げること

ができるのか」という問題を設定して大型てこを使って確かめ

てみた。 

20kgの砂袋を用意し、それを手で持ち上げてみた。両手で力

いっぱい持ち上げれば動かすことはできる。でも、みんな「重

たい」と言っていた。それが支えと棒を使うことで小さい力で

持ち上げることができた。いろいろな持ち上げ方を試す中で、

できるだけ小さい力で持ち上げるには支点から力点を遠ざけ

ると良いことを感覚的に見つけていった。反対に、自分が乗っ

ても持ち上がらない、20kgの砂袋に持ち上げられてしまってい

るような状態にすることもできた。この活動では、支点、力点、

作用点、全ての点を動かしていたので、次の時間は条件を制御

しながら、てこの規則性を探っていくことにした。 

実験用てこを使って支点を固定したとき、力点や作用点をど

のように変えると力の加わり方が変わっていくのか調べていっ

た。子どもたちは実験を重ね、支点と作用点を固定したとき、

力点を支点に近づけると、物を持ち上げるために大きな力が必

要になり、支点から遠ざけると小さい力で持ち上げることがで

きるということを定量的に調べることができた。力点を支点に

近づけた時の数値の変化は一定ではなく、支点に近づくにつれ

単元名「てこの規則性」（第６学年 理科 2015 年 12 月～1 月実施） 

①－（２）「つながり」を意識した単元を構成し、子どもが身に付けた知識を活用する場面。 

【活用の視点】適用 

重い棚を一人で持ち上げる様子 

木の棒を使った大型てこの実験 

実験用てこで定量的に測定している様子 
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て一気に重くなっていくことに驚いていた。 

次に、作用点を支点に近づけていくとどうなるかを調べてい

った。作用点を支点に近づけると小さな力で持ち上げられるこ

とを定量的に調べていった。今度は同じ数ずつ減っていくこと

に驚いていた。その二つの実験を総合して、実験用てこを釣り合

わせる時の規則性を見出していった。 

ここまで学習してきたことを活用して、重い棚を持ち上げる

にはどうすれば良いのか考えていった。作用点の近くに支点と

なる石を置き、支点からできるだけ遠い場所を力点として持つ

ことで、手では持ち上げられなかった棚を小さい力で持ち上げ

ることができた。しかし、中には支点の位置や作用点、力点の位

置についてあまり考えずに活動する子どもの姿も見られた。そ

こで、さらに身の回りの物に活用する場面を設定した。 

学習課題 身の回りの道具にはどのようにてこの働きが使われているのだろう。 

今まで学習してきたことを基に身の回りの道具にはどのようにて

この働きが使われているのか調べていった。「ペンチ」「くぎぬき」「栓

抜き」「ピンセット」の四つを用意した。子どもの人数分準備ができ

て、第一種、第二種、第三種の全てを網羅できるように道具を選択し

た。この課題を解決するために、「ジグソー学習」を取り入れた。ま

ず、学習グループで課題を確認する。その後、一人一つ担当する道具

を決め、それぞれの道具について調べる。その時、各学習グループか

ら集まった同じ道具を調べる人たちの集まりを「専門家グループ」と

名付けた。「専門家グループ」では、学習グループに戻った時に、その

道具について詳しく説明できるように実物を触って、力のかかり具合

を実感しながら教え合う姿が見られた。 

それぞれの道具について、「支点」「力点」「作用点」をはっきりさせた。そして学習して見出した「小さ

い力を大きい力にできるのか。」「大きい力が必要だが短い距離でよく、小さい力で動かせるが長い距離が必

要。」ということが適用できるかどうか調べていった。 

「専門家グループ」で、てこの働きがどのように活用され

ているか図に書き込んだ。力の強弱を矢印の太さで表現した

り、移動する距離と必要な力の関係を記述したり、分かりや

すく伝えるために表現方法を工夫していた。 

「専門家グループ」での学習を終え、再び学習グループで

集まり、それぞれの道具について発表し合った。事物と、力

のかかり具合や移動距離について表現した図と、言葉で、全

員が学んだことを自信をもって伝えていた。聞いている方も

道具を触って確かめたり、図に示されている矢印の意味を読

み解いたり、よく理解できているようだった。 

そして、課題に対する結論を出すために、４つの道具に共

通することを考えていった。「支点」「力点」「作用点」がある

ということは誰

もが気が付いて

いた。さらに、支

点に力点を近づ

けていくと、大き

い力をかけない

と動かすことが

できないという

ことも、大型てこ

や実験用てこで

見つけた規則性

に当てはまるこ

とも確認できた。

学習したことを生かして作用点を支点に近付

け、支点から力点を離して持ち上げる様子 

ピンセットの専門家グループの話合い 

くぎ抜きの専門家

グループの話合い 

くぎ抜きの説明 
ピンセット

の説明 



9 

 

今までの学習では、「小さい力を大きい力に変えている」こと

がてこのとても良いところで、それを使って手では持ち上が

らなかった棚を持ち上げることもできた。しかし、ピンセッ

トはそれに当てはまらない。子どもたちは、「ピンセット専門

家グループ」の説明を聞き、小さい力を大きい力に変えてい

ないことが分かった。実際に触ってみても、それが実感でき

た。そこで、これらの道具はどのようにてこの働きを使って

いるのか学習グループで検討していった。考えをまとめ、模

造紙に記述して発表した。そこでは、「身の回りの道具には、

自分が加えた力を必要な量の力に変えることができるとい

うてこの働きが使われている」とまとめていたグループがあ

った。「小さい力を大きい力に」変えていたことを、「必要と

している力」に変えていると捉え直した。そうすることで、

ピンセットのような、大きい力を小さい力に変えて細かい作

業をしやすくするという活用の仕方も包含することができ

る。「てこの働き」についての考え方を拡張することができ

た、素晴らしい姿である。エネルギーはコントロールするこ

とができるという見方を獲得できると、これから中学校へ行っても学習に深まりが出る。特に、道具として

使っている物はエネルギーを上手にコントロールしている。自分の用途に合わせて、道具の使い方を調節で

きる人に育ってほしいと願っている。 

さらに、本単元ではもう一つ課題を出した。身の回りの道具といっても、くぎ抜きや栓抜きは子どもにと

って身近ではない。てこの働きを使った道具について知っていても、使う機会がなければ、養ったエネルギ

ーの見方も忘れてしまうかもしれない。そこで、学校にある身近なものでもう一度てこの働きが活用されて

いないかどうか調べていくことにした。 

学習課題 道具を楽に使う方法を考えよう 

発展的な内容として、今回は輪軸を扱った。実際に調べていった道具

は、「音楽室のドアノブ」「理科室の蛇口（シングルレバー）」「視聴覚室

のドア」「三又の蛇口にかぶせた蛇口カバー」の４つである。 

身の回りの道具を調べた時と同じように、ジグソー学習を行った。ま

ずは「専門家グループ」に分かれ、それぞれの道具を楽に使う方法を調

べていった。てこの働きについては何度も学習してきているので、ほと

んどの子どもは、支点から力点を遠ざければ楽に使うことはできるはず

という考えをもっていた。それが本当に身近な道具にも当てはまるのかどうか体験しながら、どのようにて

この働きが適用されているのか説明ができるようにしていった。学習グループに戻り、お互いに報告し合い

ながら実際に視聴覚室のドアを押して、必要な力の違いを実感したり、ドアノブを下げるために必要な力も

場所によって違いがあることを感じ取ったりしていた。普段何気なく触れていた蛇口やドアも、てこの働き

という視点をもって触ると感覚が変わり、重さ、かける力に対して敏感になる。学習したことと生活が「つ

ながった」瞬間である。最後に学習のまとめとして考察したことを話し合った。 

（2016年 1月 18日 ５時間目 授業記録から一部抜粋） 

C：えっと、今までの共通点と、この４つの道具の共通点は、力点、支点、作用点があり、それぞれ支点

から力点を遠ざけると必要な力が小さく、距離は長くなります。逆に、支点と力点を遠ざけると、必

要な力は大きくなり、距離は短くなります。えっと、今までと違う所は、図を見ても分かるんですけ

ど、支点と作用点がほぼ同じところにある。結論は道具を楽に使うには支点と力点を遠ざけるという

ことが分かりました。 

C：えっと、付けたしで、第一種、第二種、第三種のどれにも少し当てはまらない部分があるので、えっ

と、新種っていうふうに呼ぶことにしました。 

T：ちょっとそこのこともう少し考えて見ましょう。今多くの班がそれ書いてるでしょ。支点と力点と作

用点の位置、前回やりましたね、例えばこれ（くぎ抜き）でもいいでしょう、これ（くぎ抜き）とや

っぱり違ったの。 

C：違う。T：どう違う。 

C：分かりづらい。T：分かりづらいね。何と何が分かりづらいの。 

C：支点と作用点の位置。T：どこが支点でどこが作用点。 

C：ここが支点でここが作用点です。 

学習グループのまとめ 

学習グループでの話合い 
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T：そんな感じ。みんなドアノブの説明は受けているでしょ。例えばドアノブだったら。ああこれが分か

りづらい、はっきりどこがどこだか分からない。というので、 

C：全部中に入っている。 

T：なるほど、中に入っているから、まあ、名前付けたんですね。 

C：新種！ 

二重下線部については、全ての班が共通であった。結局、道

具を楽に使うには支点から力点を遠ざければよいという事が

はっきりした。前回の課題であった身の回りの道具についても

同様に考えていったので、より深く理解することができた。 

また、子どもたちは、今までと違う種類のてこに関心を寄せ

ていた。支点と作用点の位置がはっきり区別できないので、今

までの第一種、第二種、第三種には分類できないと考えていた。

そこで一つのグループが「新種」という名前を付けた。それが

クラスのみんなに受け入れられ、この形をしているてこの働き

を使った道具を「新種」と呼ぶことにした。いろいろな「つな

がり」が新しいことへの「広がり」を生んだ。「つながる」ことで「広がる」楽しさを味わうことも、意欲

的に問い続け、学び続ける子どもの姿につながっていくと考えられる。興味が高まった子どもたちは、「新

種」には「輪軸」という名前が付いていることを家庭学習で調べてきた。「輪軸」とはどのようなものなの

か、学習を通して具体的にイメージすることができているので、「輪軸」とはどのような働きがあるのか、

しっかり説明することができると思う。ドアノブや蛇口について、深く理解したことに対して貼り付けられ

た「輪軸」という言葉は心に刻まれたことだろう。さらに、てこの規則性について「分かった」ことをもと

に、道具を楽に使うことが「できる」ようになった。今年度の成果である。 

本単元は、社会科で消防の

学習をしているところから

始まった。消防士は火災が発

生したという連絡が来たら

消火のための装備を整える。

そのときに背負っているも

のに子どもが着目した。「こ

れは何を背負っているのか

な？」「空気ボンベでしょ？」

「え、火を消すんだから水が

入っているんじゃないの？」

と意見が分かれた。その疑問

は理科で学習することにし

た。 

理科の学習の初めに、ボン

ベの中身は空気という事を

伝えた。さらにそのボンベの

中は６Ｌ分の容積があるこ

とを、２Ｌのペットボトル３

本を示しながら説明した。そ

して、その中には３００Ｌの

空気が入っていることを伝えたが、あまり理解できていないようだった。数字だけ聞いてもよく分からない

だろうと考えていたので、45Ｌのビニル袋をたくさん用意して、空気を３００Ｌ分捕まえる活動を取り入れ

た。子どもたちは捕まえた空気を圧したり、袋を風船のようにして遊んだりしながら、目に見えない空気の

存在を感じていた。そこで、空気ボンベの実物と、約３００Ｌの空気を集めたビニル袋を横に並べた。それ

を見た子どもたちは、「こんな小さな入れ物に、どうやってこれだけの空気が入っているんだ？」と疑問を

もった。そのことについて話し合い、「これだけの空気がボンベに入るには小さくするしかない。」「それな

単元名「なぜ空気ボンベ？」（第４学年 理科 2016 年 6 月～7 月実施） 

①－（１）身近な自然の事物・現象を観察して、子ども自ら「なぜ？」を見出し、「なぜ？」を解決

していけるような単元を構成して学習を進めいてく場面。【活用の視点】分析  適用 

空気ボンベの実

物に触れる様子 

ビニル袋に集めた空気を圧す体験 

ボンベの中にどのように空気

が入っているかのイメージ図 

300Ｌの空気と

６Ｌのボンベ 

てこの規則

性を視聴覚

室のドアに

適用した図 
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ら空気は縮めることができるのか？」という学習問題をつくっていった。さらに、「水ボンベはできないの

か？」ということも話題になった。子ども自ら「なぜ？」を見出して「なぜ消防士は水ボンベではなくて空

気ボンベを背負っているのだろうか」という学習問題を設定することができた。 

学習問題 とじこめた空気は圧してちぢめることができるのかな。 

この問題に対して多くの子どもたちは「圧して縮めることができる」と予想していた。実際に消防士が使

っている空気ボンベに３００Ｌの空気が入っていることを理由

にしていた。 

さらに、なぜ圧し縮められるのか、空気を粒のようにイメージ

した図を使って説明している子どももいた。空気の粒と粒の間に

隙間があるから圧すことができると考えている子どもと、空気の

粒自体が圧されて縮まると考えている子どもがいた。粒と粒の間

の隙間がなくなるだけなので、圧されたままという考えと（Ａ

児）、粒自体がつぶれているので跳ね返す力があり、圧し返して

くるという考え（Ｂ児）があった。子どもたちは、２つの予想を

比較して、圧した後の様子を観察することでより妥当な説明をつ

けることができるのではないかと考えていた。 

予想の確認をして見通しをもってから実験を行った。ほとんど

の子どもが「圧し縮められれる」という予想をしていたのだが、

実際に空気を閉じ込めた筒を上から力を加えることで、圧せるこ

とが確かめられたとき子どもたちから「おー！！」という歓声が

上がった。さらに、「圧し返してくる！！」という驚きの声で教室

が包まれた。自ら「なぜ？」を発見して主体的に問題解決をして

いる姿が見られた。 

（2016年 ７月７日 ４時間目 授業記録から一部抜粋） 

Ｃ３：ぼくは、バネバネ説だと思います。わけは、グーって圧された空気がバネみたいに圧し返してきた

からです。 

Ｃ６：空気には隙間があって、空気を棒で圧すとその隙間がなくなって、窮屈になって縮まるのだと思い

ます。それを図では、縮まっている時は色を濃くして、圧していない時は白くして分かりやすくし

ました。 

Ｃ７：２つ目の圧される向きについて、うちの班では下向きの

力ということになりました。理由は筒を下にだけ圧して

いるので３６０度全体の力がかかっているのではない

と思うので、下向きの力だという考察になりました。 

Ｔ：下に圧しているのだから、下向きに力が働いているんだろ   

うということだね。 

Ｃ５：うちの班も下向きに縮んでいると言ってたんですが、ま

だ予想なので本当に下向きに圧しているのか分からな

いという意見が出ました。 

Ｔ：みんなが迷っているのはＣ：下向きの力か３６０度の力か。 

Ｔ：その２つで迷っているんでしょ？ 

Ｃ２：私は、３６０度の力だと思います。理由は、３６０度の

力だと空気が結構小さくなって下まで圧せるからです。

袋は３６０度から圧せるので。 

Ｃ３：360 度から圧せるのは、袋を圧しているのかもしれない。 

Ｃ８：筒は下にしか圧していないのに、３６０度ってどうして   

言えるんですか？ 

Ｔ：３６０度について体で表現してくれる人がいたよね？やっ 

てくれる人？  Ｃ６：はい！（５人前に出てくる） 

Ｔ：これは、前回の授業でも出た３６０度の力の電車コミコミ

論のメンバーだよね。このダンボールが筒ね。みんなは筒

をどう圧したんだっけ？  Ｃ：上から。 

Ｔ：じゃあ圧してみよう。（上から圧す）どう？下だけならみん 

な膝を曲げるだけだよね？ 

閉じ込めた空気を圧す実験 

イメージ図を使って考察したことを説明 

Ｂ児の図 

Ａ児の図 
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Ｃ９：見て分かったんですけど、圧されるとダンボールが広がって、手で押さえていた。横に広がってい

た。もしかしたら３６０度かもしれない。 

Ｃ１０：反対意見で、人だから空気とは違うかも。 

Ｔ：これを決着する方法はないかな？ 

Ｃ１１：昨日、Ｃ６さんが言っていたみたいに、筒の中に空気の代わりに綿を入れて圧せば分かると思い

ます。  Ｃ１２：あ～言えてる。 

Ｔ：綿を入れてみて、綿が下に縮んだら、、、 Ｃ：下向きの力。 

Ｔ：綿が全体的に縮んだら、、、 Ｃ：３６０度の力。 

Ｔ：じゃあ、これは次回の実験でやるとして、その前に今回の問題について結論をまとめましょう。 

Ｃ１３：閉じ込めた空気は圧して縮めることができるでいいですか？ Ｃ：いいです！ 

Ｔ：次回することも確認しましょうか。  Ｃ１４：次回は、下向きの力か３６０度の力かを調べます。 

Ｃ１５：もう一つ、圧したあとどうなったかを話し合います。 

Ｔ：では、そこからはじめましょう。 

実験後の考察の話し合いでは、二重下線部のように圧す時の力

の向きと圧し返す力の向きについて議論していた。上から圧され

た空気は横に逃げたいのだけれど横は固くて逃げることができ

ない。だから全体が縮まっていく。という説明をつけるために

「360度の力」という表現をしていた。これは中学校で学習する

圧力の考え方につながるとても良い発想である。さらにその力の

向きを確かめるために次は何をすればよいのかまで子どもたち

が考えて方向性を示していったのは、自ら「なぜ？」を見付けて

主体的に学習しているからであろう。しかし、Ｃ６が発言したよ

うに、空気が圧せたのは「隙間がなくなった」からなのか「空気

の粒自体が小さくなった」からなのかを中心に話し合う必要があ

った。予想でも出ていた通り、圧し返す力を感じることができていたので「隙間」よりは「粒が小さくなる」

と考えた方が説明がつく。それが空気の性質であると考えていくべきであった。結果を分析する視点を明確

にして、考察の話し合いをどのようにコーディネートしていくかが問われる。子どもたちが主体的になり、

学習に前向きになっているからこその課題である。 

その後、水も空気と同じように圧せるかどうか予想して実験した。このときも空気のときと同じように歓

声が上がった。「圧せない」と予想していても、閉じ込めた水はびくともしないことに驚いていた。学習を

積み重ねていくことで、初めに設定した問題「なぜ消防士は水ボンベではなくて空気ボンベを背負っている

のか」ということについて、「空気は圧して縮められるからボンベに入る。水は圧して縮められないからボ

ンベに入れても少ししか入らない」という結論

を導き出していた。学習したことを適用する姿

である。子どもたちは、目を輝かせながら実験

に取り組み、自分の予想が検証されたかどうか

確かめていた。子どもが自ら「なぜ？」を見出

したからこそ、実験をした瞬間に歓声が上がっ

た。問い続け、学び続ける姿に近付けたのでは

ないだろうか。 

本単元は、アニメのワンシーンを再現することから始まった。船が

橋の下を通りかかった時に鉄の部分に電磁石入りのかばんを投げて

くっつけ、後ろから来た船がその磁力をコントロールして通りかかっ

た時にはずすというシーンである。 

子どもたちからは「こんなに都合よく付けたり外したりできるもの

があるのか？」という声が上がった。「アニメの世界だからできるんで

しょ。」という声がある一方で、主人公の「強力な電磁石を使った。」

というセリフに着目して、「電磁石って聞いたことがある。」という発

言があった。そこで、教師が用意しておいた電磁石を提示すると、子

どもたちはそれに飛びつき、いろいろなことを試し始めた。 

「360 度の力」を表現して

いる考察で描いたイメージ

図 

単元名「電流の働き」（第５学年 理科 2016 年 6 月～7 月実施） 

①－（２）他学年との「つながり」を意識した単元構成。【活用の視点】適用 

学習のきっかけとなるアニメのワンシーン 

学習問題の結論を記述した子

どものノート 
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そこから、「電流が流れている時だけ磁石になるみたいだ。」「もっと強くしたいな。」という気づきや思い

が生まれた。そこで、「電磁石は磁石と同じ働きがあるのかどうか」を調べることにした。その前に「磁石

の働き」について共通理解するために、３年生で学習したことを実際に試しながら振り返っていった。 

 

磁石は鉄に付くこと。Ｓ極とＮ極があること。ＳとＳ、ＮとＮは退け合い、ＳとＮはくっ付くこと。磁力

は間に物があっても働くこと。磁石は鉄を磁化させる働きがあること。これからのことを確認していった。

同じように３、４年の電気の学習についても振り返り、まとめて掲示した。この２つの学習履歴の掲示物を

足場として、単元の「つながり」を意識しながら５年生の学習を進めていった。 

学習問題 電流の流れている電磁石には磁石と同じ働きがあるのだろうか。 

この問題に対しては、ほとんどの子どもたちが「磁石と同じ働きはない」と考えていた。子どもたちは鉄

にくっ付くが電磁石は電流を流さないとその働きがないから磁石と同じように極はないと考えていた。電

流がコイルの中に入ることによって鉄を引き寄せるパワーが発生すると考えていた。そこで、電流を流した

電磁石に方位磁針を近付けて、極があるかどうか調べていった。 

（2016年 ７月７日 ５時間目 授業記録から一部抜粋） 

Ｃ：４・３・２・１（電磁石に方位磁針を近付ける） 

Ｃ：おーおーおーある！Ｃ：ホントだ。 

Ｃ：極ある極ある極ある極ある極ある～！Ｃ：極がある！ 

Ｃ：あるあるあるあるある。Ｃ：マジか！あるかよ。 

Ｃ：あるーおーあった。いえー！Ｃ：＋－とＮＳは関係があった。 

Ｃ：関係ないと思った。 

（ノートに考察を記入してから考察を話し合った。） 

Ｃ：まず導線に電気が流れていて、それでそれがそのコイルの導

線を丸めている部分に電気がき   

て、この中にある鉄に磁化・・・ここに、ここかどこかに磁石

の代わりになるものがたぶんそこにあって、そこに力が集ま

って磁化して、中の鉄が磁石にくっつくんじゃないかな。 

Ｃ：僕たちの班は、２つの意見に分かれて、僕は、この電流が流れることによって鉄の棒で化学反応が起

きて極ができて磁石と同じ働きがあるんだと思います。理由は、そういうのが起きないと、なんてい

うか電流を流さないとただの鉄の棒だし真ん中の棒は。それで極もないから、その電流で何か起きな

いと磁力も起きないと思うし・・・・・。 

Ｃ：えーと２つ目の意見なんですけど、今言ってくれたＦさんの意見に似ていて、ここ（コイル）に磁力

があるんだったら、最初からここ（一本の導線）から磁力が流れていて通っているのではないかと思

いました。理由は・・・Ｆさんがさっき言った、ここ（コイル）に磁力があるじゃないですか、そし

たらここ（一本の導線）にもともとも、あの、もうここの回路、回路と言うか導線のところにも、こ

こに磁力の力があって、つまりここ（コイル）に磁力があるならここ（一本の導線）にも磁力がある

と考えました。 

Ｃ：えーとクリップも、ここのつかむ部分（コイル）だけ磁力が発生して、この内部だけは電流が流れて

磁力が発生しない。 

Ｃ：ここ（一本の導線）の中には鉄が通ってないから、電流しか流れないから。 

３、４年生で学習した電気についてまとめた掲示物 

様子す 

３年生で学習した磁石についてまとめた掲示物 

様子す 

極があるかどうか確かめるために、電流を

流したコイルに方位磁針を近づける実験 
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子どもたちは、電流を流すと磁力が発生するということをどのように説明していったら良いか考えてい

た。「何かが起きないと磁力も起きない」という二重下線部の発言からは、原因と結果の関係で自然事象を

捉えようとする素晴らしい姿が見られた。さらに、次に発言した子どもは「コイルに磁力があるなら一本の

導線の部分にも磁力があるはずだ。」と考えた。「電流と磁力がセットなのではないか」という仮説が生まれ

た。３年生で学習した磁石と３、４年生で学習した電流が「つながった」瞬間である。それを教師が意図し

て、単元を構成していくことで「つながる」ことのおもしろさを実感して、意欲的に学び続ける子どもにな

っていくと考えられる。 

しかし、まだこの授業場面では、そのあとの子どもたちの発言からも分かるように「電流と磁力がセット」

という考えは全体に認められたより妥当な考えとはなっていない。そこで一本の導線にも磁力があるのか

どうか実験して確かめることになった。 

方位磁針の上に導線を通し、電流を流すと方位磁針が反応した。このことから、子どもたちは、「やっぱ

り電流と磁力はセットなのかもしれない」と考えるようになった。しかし、電流と磁力は別物ととらえてい

る子どもがほとんどで、この「つながり」について考えていくには、さらに実験を積み重ねていくしかない

と感じた。そこで「電磁石の力をもっと強くするにはどう

すればよいのだろうか。」という問題について考えていくこ

とにした。 

巻き数を増やすと電磁石の力も強くなるということを実

験して確かめた子どもたちは、その理由をイメージ図で表

現していた。電流の強さは変わらないのに巻き数を変える

と電磁石の力も変わるということは、やはり電流と磁力が

セットになっていて巻いてある鉄の棒を磁化する力が強く

なったという説明が一番良い、ということになった。ここ

でようやく「電流」と「磁力」が「つながった。」一見別々

に存在している物でも、「つなげられるかな」という視点を

もつことで、視野が広がる。そのような経験ができるよう

に単元を構成していくことが主体的に問い続け学び続ける姿につながるのではないかと考えられる。 

本単元では、月の観察を継続的に行うことによって関心を高め、

自然を愛する心情を育てようと考えた。そこで、子どもたちがもっ

ている月についての既有の知識を確認するために、見たことがある

月の形について話し合っていった。「満月！」「三日月！」「半月！」

「新月！」「オムライスみたいな形！」「太った三日月！」と、形を

黒板に描いたり、言葉で説明したりしていた。そのとき、「半月は反

対側の半月もある。」と発言した子どもがいた。「昨日の夜は、黒板

に描いてあるような右半分が光っている半月が見えたよ。」という

発言があったので、教師が前の日の夜に撮っておいた上弦の月の写

真を提示した。その写真を見て、子どもたちは、「そうそう、昨日は

こんな感じだった。」「これと反対の形もあるよ。」と話し始めた。そ

こで、昨日の月を見ている人と見ていない人がいる中では話し合い

がうまく進まないので、どうすれば良いのか子どもたちに聞いた。

そうすると、「今日の夜見てみよう！」という声が上がった。本単元

では、月の形が変わって見えることを太陽との位置関係で捉えるこ

とをねらっていたので、1 ヶ月間観察を続けて欲しかった。観察を

続けることで、同じ時間でも見える位置が変わることを確認して太

陽との位置関係について深く理解できると考えた。 

さらに、継続する大変さとその価値にも気付いて欲しかった。そ

こで、観察をするなら 1ヶ月続けてみようと投げかけた。子どもた

ちの反応は良く、おもしろそう、やってみたいという声が上がった。

単元名「月と太陽」（第６学年 理科 2015 年 1 月～2 月実施） 

②－（１）理科の楽しさと自然を愛する心情を感じることができる単元を通して見通しをもつ時間、そ

れを振り返る時間を確保していく。 

②－（２）自分に必要な情報を読み取る観察力と、より妥当な考えをつくりだすための話し合う力、記

述する力を身に付け、共に学ぶ良さを実感できるようにしていく。【活用の視点】適用 

巻き数を増やすと電磁石の力が強くな

る理由を説明するためのイメージ図 

観察の仕方の
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しかし、定点観測をするには目印となる建物や木が

必要になる。どの方角の空か分かるようにする必要

もある。夜の観察が多くなるので、毎回絵を描くの

が大変だという話になった。絵を描くのが大変とい

う理由で観察が続けられないのはもったいない。そ

こで、1日目の観察をする時に、時間を決め、月が見

えた場所の目印を丁寧に描いてくるように声をかけ

た。それを 30回分ずつ印刷することにした。子ども

一人ひとりのための観察カードである。37通りの観

察カードが出来上がり、子どもたちの意欲も高まっ

ていった。さらに、定点で観測するときのポイント

を復習しながら、どのように観察すればよいのかポ

イントシートを配布して、観察の力を高められるよ

うにした。 

  観察を続けていくことで、どうやら今の期間はど

んどん満月に近付いているようだということが分かってきた。子どもたちは、このままいけばそのうち反対

側の半月(下弦の月)になっていくのではないだろうかと考えるようになっていった。 

観察を続けていくと、様々な疑問が湧いてくる。「なぜ見える形が変わるのか。」「なぜ見える大きさが違

うときがあるのか。」「なぜ色が違うときがあるのか。」それらの疑問について考える１つのきっかけとして、

月は太陽の光を反射して光っていることを学習した。それを基に、最初にみんなで観察した半月が夜６時く

らいに南の空に見えた理由について考えていった。午後６時は西の空に日が沈んでいる。月は太陽の光を反

射して光っているので月を見たときに右側が光っている。では、反対側の半月のときはどうなっているのか

が話題になった。視点を定めるために南の空に見える時のことについて考えるようにした。「今の考え方で

いくと、左側が光るには東の空に太陽があることになる。」「東の空ということは、朝？」「月って朝に見え

るの？」「見えるよ、見たことある！」「この半月を？」「そこまでは意識していないから分からないけど」

というやりとりを通して学習問題を設定していった。 

学習問題  左側が光っている形の半月が南の空に見える時、太陽はどこにあるのだろうか。 

 この学習問題に対して、事前に月齢カレンダーで調べてき

た子どもがいた。それによると２月１日に左半分が光ってい

る月が見られることが分かっていた。１月 19 日の右半分が

光っている半月の時は太陽が西の空にあったことと、その資

料を結び付けて予想を立てていった。多くの子どもは、１月

19日のことをもとにすると、太陽は東の空にあるはずだと予

想していた。一方で、「月は夜見える」という素朴概念をもっ

ている子どもたちが、同じ「半月」なんだから同じように夜

に見えるはずと予想していた。モデル実験と考察の話し合い

を通して「月の見え方は太陽との位置関係で決まる」という

ことを捉えられるようにしていった。（2016年 １月 26日 ６時間目 授業記録から一部抜粋） 

C：結果から言えることは南の空に半分の月が見えるときには太陽が東の空にあって、あと、月と太陽の距離が

近くなればなるほど、えっと月の光る面積が少なくなって、月と太陽の距離が離れていると光る面積が多

くなる。 

C：さっきのライトの実験で、それが明確になった。その図を書

いたことに説得力ができたと思うので。すごい簡単な話なん

ですけどあの、１月１９日の時って、こう月が、この時は６

時だから。まあこうなっていたとして、６時、だいたいこの

あたりですかね。太陽からこういうふうに光が出ている。 

T：なるほど、それが光ね。 

C：やじるしが光なんで、こっち側が光る。今度はそれの反対で、

逆に、今回は２月１日で、太陽がどこにあるのかって実験す

るのは、T：今度は左側が光っているんだよね。 

C：さっきは東側にあったからこっち側が照らされていたけど、西側にあったからこっち側がてらされていたけ

ど、今度はこっちが東だとして、こういう風に逆に、ここが南で、ここに人がいて、こんな感じで見ている

んで、今ライトが付いている方向と一緒で、東側から当たったときは南にあるボールは、こっち側から照

らされているから左側が半分にみえる。 

月と太陽の位置関係を調べるためのモデル実験 

観察場所が子どもによって違う３７通りの観察カード 

Ａ児の観察カード Ｂ児の観察カード 

子どもが説明に使った図 
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T：いいですね、実際調べた１月１９日と、これからくる２月１日を比べて考えているわけでしょ。で、同じ半

月なんだけど、予想で言ってましたね、同じ半月なんだから、西から照らしてるんじゃないかと、同じよう

に。じゃなくて、この予想に関しては、同じ半月だけれども、太陽の方角が違うからこの違いが生まれたんだ

ってことでしょ。なるほど。 

C：単純に考えれば分かることなんですけど、ここが光ってたら太陽はさっきの実験でも分かるけど、ここが光

ってたら太陽もここにあると分かるから、原因は太陽の位置が関係していると思います。 

C：えっと、これは、月が太陽の光を反射しているからってのも原因の一つであると思います。 

T：そうだよね、それも大事でしょ。反射しているからだよね、まずね。形が変わって見える原因は何かという 

と、太陽の光を反射しているっていうことが一つ。と。今 S.M さんが言っていた位置の問題ですね。S.K 

さんがさっき、ここのときは三日月になるここの時は、半月、こっちに行くと満月に近づいていくよと説明

していたよね。それは結局、月と太陽の位置の関係だよね。あとは、I.H さんが説明していたのもそうでし

ょ。月の位置は一緒だ、南の空。何が違うの？C：太陽の位置。 

T：１月１９日と２月１日を比べると違う物は、C：太陽の位置。 

T：太陽の位置だけでしょ。時間はぴったりいっしょだとしたら。やっぱり太陽の位置が変わるとこの月の形が

変わって見えるっていうふうに言えるでしょ。じゃあ結論は？ 

C：左側が光っている月の形が南の空に見える時は太陽が東側にある。 

C：２月１日の月が見えるのは朝の６時ごろ見られる。と思います。 

T：なるほど、でもそれはまだはっきりしていないでしょ。C：はっきりしていない。 

T：たぶんそのくらいの時間なんじゃないかなってことね。かなり予想みたいな感じですね。今の考えについて

はどうですか。今のは考察って感じですね。６時くらいに見えそう？C：たぶん、 

T：確認できるといいですね。C：月曜か、起きれない。 

T：じゃあ、まあ、今日はここで終わりにするので、今度から観察が大事になってくるのは、これも大事じゃな 

い。太陽の位置も記録しておくことが大事になるってことでしょ。月だけ今見てたけど、太陽の位置。逆に

いうと月の光り方が分かれば太陽がどの辺にあるかがわかるってことでしょ。光っている側に必ずあるって

ことでしょ。 

C：そこまで分かんないんじゃないの？ 

T：今日朝見た時、みんなが月を見てた、どこにあったの？太陽。C：真逆。 

T：反対側にあったでしょ、あれ丸に近いからでしょ。じゃあ半月になったらどっち側にあるかっていうのが少

し見えてくるってことでしょ。光っている側におそらくあるはずだというのが分かるとおもうので、それ

も観察の所にかけるといいですね。今満月近いので、おそらく C：１８０度。 

T：くらい反対にあるっていうことか。C：勘だ。C：勘になる。 

T：推論みたいになりますね、推測して書く。それも付け加わるといいと思います。 

実験後にはこのような考察の話し合いが行われた。二重下線部

に見られるように、子どもたちは月の形を太陽との位置関係でと

らえることができるようになっていった。実際に観察した月の形

について、モデル実験で確かめたことを図も使って説明すること

ができていた。 

子どもたちは、その学習後の観察カードに「太陽の位置」を書

き込むようになった。午後８時に観察した子どもも、「西の方にあ

ると思う」というように、実際に観察できていなくても月の光っ

ている側に太陽があることを推測することができていた。 

学習問題になっていた２月１日は残念ながら天候が悪く朝６時

に月を観察することができなかった。休み明けの月曜日、登校し

てきた子どもたちは月を見付けた。「みんな、月が出てるよ！」と

いう声とともに教室に入ってくる子もいた。そこで屋上ヘ上が

り、月を観察した。それとともに太陽の位置を確認した。やはり

月が輝いているほうに太陽があった。モデル実験したことを実際

の月と太陽の位置関係に適用する姿が見られた。 

さらに、月の色や見かけの大きさに着目して観察する子どもが

増えてきた。学習する前に観察の仕方をしっかり指導してから観

察を続け、学習を深めていきながら観察の視点が増えていく。そ

うすることによって学習に対する意欲が増し、月に対する関心も

高まっていく。学習するために必要な能力をしっかり身に付け、

そのプロセスを振り返ることで、自然を愛する心情も育っていく

朝の月と太陽の位置を観察する様子 

太陽の位置についての

記述が見られるように

なった観察カード 
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と考えられることが子どもたちのノートから

読み取れる。学習を終えた子どもたちのノー

トからは、「月を見ると喜びを感じられるよう

になりました。」「どんなものにでも興味を持

つことが大切だなあと感じた」と記述してい

た。1 か月間継続できるようにしていくため

の観察カードの工夫、観察の仕方の明確化、こ

れらの手立てによって「自然を愛する心情」を

育てていくこともできるのではないかと考え

られる。しかし、どちらかというと、「自然を

愛する心情」よりも「学習する楽しさ」を感じ

ている子どもが多かった。「自然を愛する心情」をさらに

育むためには、感動的な自然事象にもっと触れることも必

要だと感じた。 

昨年度の実践から改善した手立てで継続して研究して

きた６年生が卒業前に理科学習を振り返って感想を書い

た。そこからは「本校が目指す科学が好きな子ども像」に

近付けたことが読み取れる。本校は、私立学校への進学者

も多く、６年生になるとほとんどの子どもが学習塾に通っ

ている。その中で「実験をして、予想や考察を毎回書いて

やることで、塾でやることだけでは分からないことが分か

ったりしてとても楽しかった。」という記述からは、実際

に自然事象に触れ、問題解決のプロセスを通して自然事象

を読み取っていくことを楽しいと感じていることが分か

る。これは、手立て②－（１）で理科学習の進め方を理解

して、それを毎回どこまで身に付いたのか振り返る時間を

確保してきた成果だと考えられる。 

さらに、「今まで理科は理科の中のことだけだと思って

いたけど、てこの原理のじゃぐちのように意外と身近に

あった」という記述からは、理科の学習を通して身近な物

を見直すことができ、「中学校の理科の学習でも身近なこ

とで考えていきたいです。」と学び続ける意欲につながっ

たと考えられる。本校が目指す「意欲的に問い続け、学び

続ける子ども」の姿である。 

また、「理科の学習は繋がっているんだなと思いまし

た。何も関係ないように見えて、実はよく繋がって、次の

学習に生かせるのは本当におもしろいなと思います。」と

いう記述も見られた。これは、手立て①－（２）で示した

ように、「つながり」を意識した単元配列にした成果だと

考えられる。それが意欲的に問い続け、学び続ける姿に

つながったと考えられる。 

さらに、「意見を言いづらかった私でも、人前で意見を

発表することができた。質問がたくさん出た時もあった

し、逆に質問をたくさんすることもあった。友達と協力

して真剣に楽しく取り組むことができた。」という記述か

らは、自分の考えをしっかりもち、友達と議論すること

ができるようになったことを自覚していることが読み取

れる。そして、「塾でも実験やノートは書いたけれど、学

校の方がすごく良いと思った。人を納得させるようなす

ばらしい意見を言ってみたい。」という記述からはみんな

で考えを出し合い、みんなで学ぶ良さを感じていること

が読み取れる。これも本校が目指すか科学が好きな子ど 

単元終了後の

子どもの感想 

単元終了後の子どもの感想 
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も像に近付いている姿である。  

「疑問が出て、予想して、実験して、

結果が出て、結果には必ず原因があって、

疑問が出て、、、の繰り返しだった」とい

う記述からは、手立て①－（１）で示し

たように、子ども自ら「なぜ？」を見出

し、「なぜ？」を解決していけるような単

元を構成して学習を進めていったこと

を、子ども自身がしっかりと理解してい

ることが読み取れる。さらに、手立て②

－（１）に示した理科学習の学び方を身

に付けたことも分かる。「見える景色が変

わってくる。これは、４月のときと、３

月で比べると僕たちが見ている景色は全

然違うと思います。この変わった景色は

６－１だけにしか見えないと思います。

このことを生かし、中学でも理科をやっていきたいです。」という記述からは、自分たちが学んできた価値

を高く評価し、自信をもって中学校へ行こうとする意欲的な姿が読み取れる。学習することによっていつも

見ていた風景が変わって見えることを体験した子どもたちは、これからも意欲的に問い続け、学び続けてい

くことができるだろう。みんなで問題を解決する楽しさを味わった子どもたちは、これからも協働的に学習

していくだろう。このような姿で卒業していった子どもたちの姿はとても眩しく、それぞれの個性を発揮し、

2015年度の児童会のテーマ「虹」のように輝いていた。 

本単元は、2016年度の６年生がスタートした４月に、理科で教材とし

て扱うためにジャガイモを植えたことから始まった。「せっかく植える

なら、収穫して食べたい！」「先生、去年の６年生もやっていたんだから、

今年もやりますよね！」という声が上がった。昨年度の６年生が燃焼の

仕組みの学習を活かしてジャガイモを焼いていたことをみんな知って

いて、自分たちもできるものだと思っていたようだ。しかし、火を使っ

た活動をするには校長先生の許可が必要だという事を伝え、安全に消火

する方法とその仕組みについて説明して納得してもらうという目標を

立てて学習がスタートした。 

６年生になって最初の理科は「月と太陽」を扱った。月を観察することで「観察の仕方」をしっかり確認

し、理科学習で大切な力の一つである観察力を高めたかった。そうすることで「燃焼の仕組み」の学習がい

つも以上に深められるのではないかと考えた。「月と太陽」の学習は本論文でも前述したような流れで学習

を進めた。そこで身に付けた観察する力を「燃焼の仕組み」の学習にも活かしていけるように単元を配列し

た。 

本単元は、観察力を活用しながら、「より妥当な考えをつくり出す力」を育成できるように構成した。火

のついたろうそくにふたをするだけで火が消える現象から導入し、「なぜふたをしただけで火が消えたのか。」

という学習問題を設定した。その問題を解決するために複数の実験を行い、それらの結果を総合してより妥

当な考察ができるようにしていった。 

また、ここ数年、空気の割合の変化を測定するためにデジタル気体チェッカーを使用している。各グルー

プで実験をして、結果を平均した場合、酸素が－４％、二酸化炭素が＋３％になる。大まかに見れば酸素が

二酸化炭素に変化したと捉えることができるが、毎年、残りの１％にこだわる子どもがいた。そこで今回は、

差の１％についても、今までの実験結果をもとにより妥当な考えをつくり出せるように学習を進めていっ

た。具体的には、火のついたろうそくに集気びんをかぶせると、集気びんの周りが曇る。これを触ると湿っ

ていて、水が発生したと考えることができる。さらに火が消えた後のろうそくが短くなっていることから、

ろうそくの成分と酸素が結びついて水になったのではないかと考えることができる。そのためには、身に付

けた観察力を活かして、子ども自身がたくさんの発見をしなければならない。自分で獲得した情報だからこ

単元名「ジャガイモパーティーをしよう！」（第６学年 理科 2016 年 5 月～6 月実施） 

②－（２）自分に必要な情報を読み取る観察力と、グループやクラスで予想や考察を話し合い、より妥当

な考えをつくりだすための能力を身に付け、共に学ぶ良さを実感できるようにしていく。 

    【活用の視点】分析 

ジャガイモを植え付けている様子 
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そうまく使いこなせるのではないだろうか。このように単元を構想

しながら、学習を進めていった。子どもたちの意識は、「火のついた

ろうそくにふた（集気びん）をかぶせるだけで火が消えるのか。」と

いうところに向いていた。実験してみるとふたをして少し待つと炎

が小さくなり、やがて消えた。子どもたちはみんな「消える」と予想

していたが、実際に目の前でその現象が起こると歓声が上がった。

「先生、もう一回やっていいですか。」「ストップウォッチを貸して

下さい。どれくらいで消えたのか時間を測りたいんです。」と意欲的

に実験に取り組む姿が見られた。そのとき、「あ、ビンがくもってい

る。」とつぶやいていた子どもがいた。教師が覗き込むと、火が消え

た時にビンがくもり、触ると湿っていたから水かもしれないという

ことを説明していた。そこで、その気付きをクラス全体に投げかけ

ると、消えた後のビンの様子に着目して再び実験が始まった。「本当だ、くもってる！」「消えた時に煙も出

ているよ。」「ビンの内側を触ったら湿っていた。これは水なんじゃないかな。」「じゃあ水が出てきたってこ

と？」とそれぞれのグループで実験しながら目の前で起きている現象について考えられることを話し始め

ていた。そこで、実験して気が付いたことを共有して、学習問題を設定していった。気付いたことは「ふた

をかぶせたら火が消えたこと。」、「ビンがくもったこと。」、「ろうそくが短くなったこと。」、「煙が出たこと。」

に分類できた。そこから、なぜこのような結果になったのか考察していった。「空気がなくなったのではな

いか。」、「燃えるもとがなくなったのではないか。」、「二酸化炭素が勝ったのではないか。」、「ろうは蒸発し

たのではないか。」、「水（水蒸気）になったのではないか。」、「煙になったのではない

か。」、「ろうは溶けて下にたまっているだけなのではないか。」、とたくさんの仮説が

出された。それぞれ何について考えているのか整理して、「ふたをしただけでなぜ火

が消えるのだろう。」と「とけたろうはどうなったのだろう。」という２つの問題を、

子どもたちと話し合いながら設定していった。 

まずは、「空気はなくなったのか」と「とけたろうは下にたまったのか」という事

について調べていった。火のついたろうそくを集気びんに入れてふたをして火が消

えた後に、水槽の中でふたを外すと「ボコッ」と泡が出てきた。そのことから「空気

はなくなっていない」と考えることができた。さらに、ろうそくの火が消えるまで燃

やし続ける実験をした。火が消えた時に残ったろうは少しで、どこかへいってしまっ

たとしか考えられなかった。子どもたちは、「空気中に混ざったのではないかな。」「そ

れだとろうを吸っていることになるよ。」「それはまずい。」「じゃあ蒸発して上に行っ

たんじゃないかな。」「上に行ったなら天井についているはず。でも天井にろうはつい

ていない。壁にもついていない。」「それならろうはろうとは別のものになったんじゃ

ないかな。」「やっぱり水蒸気ではないかな。」と話し合っていった。ここで、ろうは

下にたまっているという仮説は反証された。しかし、何になったのか調べきれていな

いので継続して調べていくことになった。 

その後も実験を重ね、酸素が約 21％、二酸化炭素が約 0.04％、窒素が約 78％であること、酸素を充満さ

せた中に火のついたろうそくを入れると激しく燃えるが、窒素と二酸化炭素の中ではすぐに消えること、火

が消えた後の空気に石灰水を通すと白く濁ることを調べて、物を燃やすのに必要な気体は酸素であり、火が

消えた時には酸素が二酸化炭素に変わっているのではないか、ということが考えられるようになってきた。

そこで、酸素がなくなって火が消えたかどうかを確かめるために、デジタル気体チェッカーで燃焼前後の空

気の成分を調べることにした。 

学習問題 ろうそくの火が消えた後の空気はどのようになっているのかな 

予想の話合いをすると、「酸素は残っているか残っていないのか」「酸素が減った分、二酸化炭素が増える

のか減った分増えないのか」「二酸化炭素に火を消す力はあるのかないのか」という多くの視点が出てきた。

そこで、今回は「酸素が残っているかどうか」「減った分増えるのかどうか」を確かめることを確認した。 

実験結果は、酸素が 18％、二酸化炭素が２％になった。酸素がなくなると考えていた子どもが多かったの

で、18％残っているということに驚いていた。さらに、酸素が３％減り、二酸化炭素が２％増えていること

に着目できるように声をかけた。この１％を結果の散らばりとして処理するか、今まで学習して分かったこ

とと結び付けていくかで議論が分かれた。（2016年 ６月 14日 ５時間目 授業記録より一部抜粋） 

Ｃ１：わたしたちの班では、二つ意見が出て、一つ目は、酸素が３％減って二酸化炭素が２％増えた原因

は、最初は均等にあって、火が燃えた時には、えっと、二酸化炭素が増えて、それでその残りの１％

っていうのは火が付いた時に、消えた直後にはペットボトルのまわりが水蒸気でくもっていたの

火が消える様子を何度も観察している 

燃え尽きたろうそく 

燃焼前後のろうそく 
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で、その水蒸気に残りの１％が入っているんじゃないかっていう、意見が出ました。 

Ｃ２：あの、酸素が、燃えている時だけ酸素が火の方に酸素が行って、それが二酸化炭素になる、だけど、

僕はふたがせまいからそれが続かないからそんなに変わらなかったんじゃないかって、残りの１％

は、あの平均だから、まあ、平均だから、ちっと、誤差というか、みんなの意見を一人一人を集め

たら違うかなって。 

Ｔ：じゃあ１％は関係ないと。Ｃ２：うん。 

Ｃ３：まず、火が消えた後に、窒素はあんまり変わってなくて、二酸化炭素が増えて、始めに比べて増え

て、酸素が減っていたんですけど、この酸素が１％ずれているっていうのは、１％が別の物質に変

わったと思う。 

Ｔ：その根拠は？別の物に変わったっていう。Ｃ３：えっと、時間がなくて根拠までいかなかった。 

Ｃ４：水とかに、たぶん、僕の予想なんですけど、水っていうのはあのたぶん酸素とか、空気って水と同

じようになんないじゃないですか。 

Ｔ：うんうん、気体だからね。 

Ｃ４：それと同じで、酸素とかも水に入らなくて、あと、 

Ｔ：酸素が水になるのはおかしいだろってこと。Ｃ：ああ。 

Ｃ４：煙は、僕的な予想なんですけど、煙の中の成分はほとんどが二酸化炭素だと思って他の気体ではな

いんじゃないかな。 

Ｔ：酸素が水に変わるのはおかしいだろって。水って言っている人はどうなの？水って言っている人はそ

のことについて。ここで説明できる？それが、どれが一番いいかを今話し合っているわけでしょ。じ

ゃあ水の根拠があるといい。 

Ｃ：水かは分からない。Ｃ：空気中は水蒸気。Ｃ：ペットボトルはさ、、、 

Ｃ５：そんな根拠まで、詳しくは分からないんですけど、予想なので、私は、水蒸気、それは水も同じ、

やっぱり熱すると、全部、これはＹさんが言っていたんですけど、固体、液体、気体の回りになる

っていうのは前やって、それで、だから、その気体も、順番がおかしくなるんですけど、熱せられ

ると液体に戻ると思うからです。 

Ｃ６：ぼくは、１％は窒素に変わったと思います。えっと理由は、予想なんですけど、最後に煙が出たじ

ゃないですか。それが二酸化炭素で、その中になんか、その中にちょっと窒素が入っていて、その

１％が窒素なんじゃないかなって思いました。 

Ｔ：じゃあ、どの説明が一番、今日の結果の説明がつくの？ 

Ｃ：どっちもどっちじゃない。Ｃ：どっこいどっこい。Ｔ：どれも決め手がない？ 

Ｃ２：僕は、変わらない、関係ないと思います。１８．４と確かに１％違いはあるけど、ほぼ、平均って

それぞれ違ったらそれぞれ変わるから、だから、変わらない。ちゃんとしたふうにみると変わって

ない。だから変化なしが正しいと思う。 

Ｃ８：僕は関係あって、水蒸気だと思います。えっと、その理由で、質問なんですけど、周りがくもるっ

ていうのは、何の、えっと意味もなく勝手にくもるわけではないし、何らかの気体とかついてくも

っていると思うから関係あると思う。 

Ｔ：くもっているのはどうやって説明付けるのかっていうことね。 

Ｃ３：えっと、僕もＣ２さんと一緒で関係ないと思います。確かめないと、何も言えないと思います。水

蒸気になったのなら燃やす前の体積と、燃やす前の水、水蒸気の量とかが変わっていれば水蒸気に

なったということは言えるし、他の物質が測れるっていうのかな、そういうのがあれば、その他の

物質になるっていうのが、確かめないと何も言えないので、だから関係ないがいいと思います。 

Ｔ：じゃあ最後に、じゃあ燃える元がなくなったとか、酸素がなくなったってことがあるでしょ。あれは 

はっきりした？酸素は？ Ｃ：ある。 

Ｔ：あるんだね。はっきりしたんだね。空気がどのようになったかということで、酸素が二酸化炭素に？ 

Ｃ：変わった。 

Ｔ：まあなっているんじゃないかなって、そこまでははっきりしたんだね。あと消す力はどうだった？ 

Ｃ：まだ分からない。 

Ｔ：分からないこともまだたくさんあるってことでしょ、そこまでが今日の結論ということだね。 

 この話合いを通して、「ろうそくの火が消えた後、酸素は減り二酸化炭素は増えた。酸素はなくならない。」

という結論になった。酸素が二酸化炭素に変わったということは全員が納得していた。変化の仕方について

も、ろうそくが短くなったことを基にして考え、酸素がろうそくの成分と結びついて二酸化炭素になったの

ではないかと推論する子どももいた。二重下線部の発言から読み取れるように、「集気びんがくもった」と

いう結果をもとに、差の１％の酸素は水に変化したと推論する子どももいた。複数の情報からより妥当な考
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えをつくり出そうとする姿が見られた。しかし、クラス全体では、１％の

差について「より妥当な考え」の方向性が明確にならなかった。「集気びん

がくもったこと」「ろうそくが短くなったこと」を総合して考えると「１％」

は水になったと考えられるのではないかと想定して学習を進めたが難し

かったようだ。「観察力」をしっかり身に付けて複数の情報を読み取ること

はできたが、「話し合いの方向性」がはっきりしなかったことが原因であろ

う。やはり「話し合う力」も身に付けておくことが必要だと考えられる。 

また、下線部の「酸素が水になるのはおかしい」という発言からは「化

学変化」をイメージすることの難しさが読み取れる。目に見えない酸素が

水に変化するということを理解するのは難しい。また、「化学変化」につい

て「状態変化」で説明を付けようとしている子どももいた。既習事項を活

かして説明する姿はとても素晴らしい。しかし、目には見えない化学変化

について理解することが難しいことが読み取れる姿でもある。水は目に見

える形で表れているにも関わらず説明が難しいのだから、目に見えない

酸素が目に見えない二酸化炭素に変化するということをどれだけの子ど

もが実感できているのだろうか。もっと丁寧に学習していく必要がある

と感じた。だからこそイメージ図が有効なのかもしれない。小学校で化

学変化について考えていくことは、中学校で分子や原子についての学習

をより深く理解することにつながると考えている。今度の課題である。 

 今までの学習を活かしてジャガイモパーティーをした。ろうそくが燃

えている様子を何度も見てきた子どもたちは炭が燃える様子を興味深く

見つめていた。子どもたちは、物を燃やすには酸素が必要なこと、消す

ためには酸素の通り道を遮断して割合を減らせば良いことを、炭が燃え

ている時、砂をかぶせて火を消した時に適用して考えることができてい

た。主体的に学習できたことが子どもの感想の中から読み取ることがで

きる。その中で、「分かっているけど本当にできるか心配」という感想が

多く見られた。本校の課題でもあるが、学習と生活が結びついていない

現状がある。それを少しでも近付けられたのではないかと感じている。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 成果と課題、改善案（2017年度の実践に向けて） 
これまでの実践を振り返り、科学が好きな子ども像に迫るために設定した４つの手立ての成果と課題を

明確にして、これからの実践研究につなげていく。 

①意欲的に問い続け、学び続ける子どもにするために 

 

 

 

○成果 

どの実践においても、自然事象に触れることで子ども自ら「なぜ？」を見出すことができていた。空気 

ボンベの実物と３００Ｌ分の空気を集めたビニル袋の体積を比較すると明らかに違いがある。でも実際に

空気ボンベの中には３００Ｌの空気が入っている。そこから「なぜ？」が生まれ、意欲的な追究が始まっ

た。消防士なら「水ボンベ」を持っていけば消火に役立つのに、なぜ水ボンベではなく空気ボンベなの

か、という疑問もこの単元を通して理由を説明することができた。 

 火について知ることによって、普通は火が消えたと思うだけだけ

ど、空気の通り道がなくなったから消えた、今酸素が減ったから

消えたんだと考えることができるようになりました。何も知らな

いより知っている方がいろいろ考えられておもしろいと気が付き

ました。ジャガイモがおいしかったし、楽しく理科の学習ができ

て良かった。 

 ジャガイモパーティーをする前は今までの実験結果を見て考えた

のだと砂をかぶせるだけで火が消えることになっていたけれど、

本当にそれだけで火が消えるのか心配でした。しかし、本番では

砂をかぶせて酸素の入り口をふさいで本当に火は消せました。 

（１）身近な自然の事物・現象を観察して、子ども自ら「なぜ？」を見出し、解決方法を考える時間

を設定し、「なぜ？」を解決していけるような単元を構成して学習を進めていく。 

ろうと酸素が合体して二酸化炭

素になっているイメージ図 

ジャガイモパーティーのために

火を起こしている様子 

ジャガイモを食べている様子 

砂をかぶせて火を消している様子 
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 また、今年度の改善点である、「解決方法を考える時間の設定」でも成果があった。だ液の働きを調べる

ための実験方法を考えていった場面である。最初は手順を簡単に書くだけで、具体的な操作がイメージで

きていなかった。子どもたちの話し合いと教師の支援を通して、何を調べるために何と何を比べるのか、

そのためにそろえる条件は何か、どのような器具を使えばよいのかを明確にして、考えを改善することが

できた。見出した「なぜ？」を意欲的に解決するには、解決方法も自分たちで考える必要がある。自分た

ちで考えた実験方法だったので、見通しをもって実験し、考察もスムーズに進めることができた。 

●課題 

解決方法を考えるためには時間がかかった。設定した場面では「かむ」「温度」「だ液」とでんぷんを変 

化させるかもしれないと考えられる要因が複数あり、実験方法が多岐にわたり混乱させてしまった。 

５年生の電磁石の実践では、実験の目的が曖昧で、すぐに考察できない場面が見られた。 

◎改善案 

 実験方法を考える時間を設定することは継続していく。その場面は系統性を考え、内容が高度になりす

ぎないようにする。さらに、３年生から６年生まで系統的に指導できるようにしていく。 

 また、予想を立て、それを話し合って実験方法を明確にしていくプロセスをもっと丁寧に行えるように

授業改善をしていく。なぜこの実験をするのか、実験して結果が出たら何が分かるのか、実験する意味を

子どもが明確にして、見通しをもてるようにしていく。 

 

 

 

 

○成果 

てこの学習では、てこの規則性が身の回りでどのように活用されているか具体的に複数の道具について 

調べていった。1年間の学習の振り返りにも「今まで理科は理科の中のことだけだと思っていたけど、て

この原理のじゃぐちのように意外と身近にあった」と記述されていたように、理科と生活のつながりを感

じ取っていた。さらに、「呼吸」を「燃焼の仕組み」や「光合成」の学習と結び付けるなど、「つながり」

を意識して学習を進めてきた姿が、「理科の学習は繋がっているんだなと思いました。何も関係ないように

見えて、実はよく繋がって、次の学習に生かせるのは本当におもしろいなと思います。」という記述に表れ

ていた。学習を「つなげる」ことで「広がり」と「深まり」が生まれた。そうすることで、新しい「な

ぜ？」を見出し、（１）の手立てにつながった。意欲的に問い続け学び続ける姿を実現するには（１）と

（２）の手立てをうまく関わらせることが大切ということも見えてきた。 

また、５年生の実践では、前の学年で学習したこととつなげながら学習を進めることで、深い理解につ 

ながった。既習事項を模造紙にまとめて掲示し、いつでも振り返ることができるようにしておいた成果だ

と考えられる。 

そして、【活用の視点】を全ての実践に入れることによって、その単元ではどこを重点的に指導していく 

と良いのかが明確になってきた。 

●課題 

内容面でつなげることができるようになってきたが、「エネルギー」や「粒子」などの見方や考え方をつ 

なげられている実践が少ない。 

活用の視点に偏りがあり、系統的に指導することができていない。学年内での系統、３～６年までの系 

統も曖昧である。 

◎改善案 

 物が変化する時にはその要因として必ず何かの「エネルギー」が働いている。学習指導要領で示されて

いる「エネルギー」の系統以外の学習内容にも「エネルギー」の見方は適用できる。例えば土地が変化す

るには莫大なエネルギーが働いているし、地面の温度が変化するのは太陽のエネルギーが大きく関わって

いる。植物の発芽、成長、天気の変化など、「エネルギー」の視点と結び付けながら学習を進めていくこと

で、「つながり」が増え、子どもたちの視野が「広がり」をもつと考えらえる。 

 また、「改善」「構想」の視点で知識を活用できている実践が少ない。「改善」する姿が見られるには、既

習事項と実験して確かめたことや自分と違う考え方をつなげなければならない。実験方法を「構想」する

には(１)の手立てとつなげなければならない。各学年でこの二つの視点でも実践ができるようにしてい

く。 

②問題に対してみんなで考えを出し合い、解決していこうとする子どもにするために 

 

 

（２）子どもが問題を解決する必要感をもてるようにするとともに、「つながり」を意識した単元を構

成し、身に付けた力を活用する場面を設定する。適用、改善、分析、構想の視点で知識を活用

できるようにしていく。（全ての実践に【活用の視点】を明記する。） 

 

（１）理科学習の学び方を理解して、理科の楽しさと自然を愛する心情を感じることができる単元を

通して見通しをもつ時間、それを振り返る時間を確保していく。 
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○成果 

 どの学年でも、子どもたちが「問題→予想→実験方法→実験→結果の整理→考察→結論→新しい問題」 

というプロセスを辿ることができた。卒業前の 6 年生に、時間の都合で問題を設定してすぐに実験をし 

ようとしたら「先生、予想を立てていないのに実験していいんですか。」と言われてしまった。 

子ども自身が問題解決のプロセスを理解している姿であった。 

 １時間の授業で見ると、予想を振り返る考察の時間、単元で見ると学習全体を振り返る時間をしっかり 

確保できていた。そうすることで①－（２）で示したような「つながり」が生まれることもあった。学び 

方と学習した内容の両面で単元全体を振り返ることはとても有効な手立てであった。 

 さらに、昨年度までの大きな課題であった、Ｂ区分や他の学年の学習への広がりも成果が見られた。科 

学が好きな子どもを増やすためには各学年で実践していく必要がある。今年度は校内の研究組織の中に 

「SONY 部会」が設置された。３～６年生の担任の部員がいるので、これからさらに広げていくことがで 

きる。Ｂ区分の実践として「月と太陽」「人の体のつくりと働き」を行った。理科には様々な分野がある 

が、どれも「不思議」や「楽しさ」で溢れている。「月を見ると喜びを感じられるようになった」「肺や心 

臓など、自分の体の中がすごくかしこい仕組みになっていておどろきました。」「なぜ何もなかった地球か 

ら、これほどまでに複雑な臓器をもって頭の良い働きをする人間が生まれたのかな。」といった自然の素晴 

らしさを感じ取った記述が多くみられるようになってきたことが成果である。 

●課題 

 自然を愛する心情をさらに育てていくには、本校の自然環境と理科学習の時間だけでは限界がある。1 

時間の授業は一生懸命取り組んでいるが、意欲が継続していない。 

さらに、学習したことを身の回りの自然事象に進んで適用する姿があまり見られない。 

◎改善案 

 「月と太陽」の実践で示したように、自然事象と継続的に関わったり、理科学習の時間以外で自然事象 

と触れ合う時間を設定したりして、自然事象に親しむ時間と機会を多くする必要がある。宿泊体験学習な 

ど、校外に出る機会を活用していくことが考えられる。 

 また、てこの実践で示したように、学習したことを身の回りの自然事象に適用する活動を多く取り入れ 

て、身の回りの物を理科の見方・考え方を働かせて見られるようにしていく。 

 

 

 

○成果 

 「月と太陽」の実践では、観察の仕方を確認してから学習する中で観察の視点を広げていった。そうする

ことで、子どもにとって必要感のある観察になり、月の形と太陽の位置関係について推論してより妥当な考

えをもてるようになっていった。理科学習の振り返りにあった「見える景色が変わってくる。これは、４月

のときと、３月で比べると僕たちが見ている景色は全然違うと思います。この変わった景色は６－１だけに

しか見えないと思います。」という記述からは、自分たちが共に学んできたことに自信をもっている姿だと

考えられる。他にも「友だちの考えをメモできたので、考察しやすかった。」「友だちの意見を聞いて考えが

広がった。」という記述が多く見られた。これは、共に学ぶ良さを実感している姿だと考えられる。 

●課題 

観察力の系統性や観察する対象と問題意識によっての見方が曖昧。例えば、全体と部分で見るのか、原因

と結果の関係で見るのか、時間的な関係で見るのか、明確になっていない。 

話し合う力の指導が曖昧である。「より妥当な考え」にしていくための話し合う力が育成できていない。

さらに「より妥当な考え」を導くために、実験結果をどのように結び付けていけばよいのかも明確にできて

いない。 

◎改善案 

理科の見方・考え方を働かせて観察力を高めて、より妥当な考え方をつくり出せるようにしていく。新学

習指導要領を作成するためのワーキングループでは、「質的・量的な関係」「時間的・空間的な関係」「原因

と結果」「部分と全体」「多様性、共通性」「定性と定量」などの見方・考え方が示されている。それらを働

かせて学習を進めていけるように学年内での単元の配列や他学年の学習とのつながりを意識して学習を進

めていく。 

 

Ⅳ 次年度計画（2017年度の実践計画） 
これらの改善案を踏まえて、次年度は科学が好きな子ども像を改善する。今年度まで目指していた「意欲

的」というのは、どのような姿なのか明確ではなかった。そこで「意欲的」とは、理科学習の時間以外でも

（２）自分に必要な情報を読み取る観察力と、グループやクラスで予想や考察を話し合い、より妥当

な考えをつくりだすための能力を身に付け、共に学ぶ良さを実感できるようにしていく。 
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自然事象に親しむ姿と捉え直すことにする。「進んで自然にかかわる子ども」を目指していく。 

また、「問題を解決する姿」は、1つの答えを追い求めるのではなく、「今のところ、いちばん確からしい

説明」をしていくことである。そこで「解決していこうとする子ども」をより具体的に捉え直し、「より妥

当な考えをつくり出す姿」を目指していく。（下線部が改善した子ども像） 

 

 

 

 

 

 

2015年９月から 2016年７月までの実践の課題を踏まえた改善案をまとめると、全ての手立てがつながっ

ていることが分かる。次年度はそれぞれにつながりをもたせることにより、科学が好きな子ども像を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次年度は、これまで大切にしてきた子どもが自ら「なぜ？」を見つけ、「なぜ？」を解決したくなるよう

な自然事象を扱っていく。さらに、主体的な問題解決を繰り返していけるような単元を構成していく。それ

に加えて、「理科の見方・考え方」を働かせて学習を進めていく。さらに、「理科の見方・考え方」を働かせ

て他の単元や活動とつなげたり、生活とつなげたりしていく。 

理科の見方・考え方 

問題解決の 

プロセス 

振り返り 

問題 

予想 

実験 

方法 

実験 

結果の

整理 

考察 

結論 

構想 

改善 

適用 

記述力 

話し合う力 

観察力 

見通し 

共に学ぶ

良さ 

より妥当な

考え 

重点！ 

分析 

改善 

理

科

の 

見

方

・

考

え

方 

科学概念の構築 

他の単元とのつながり 

生活とのつながり 

他の活動とのつながり 

＜2017年度の本校が目指す科学が好きな子ども像＞ 

①問い続け、学び続け、進んで自然にかかわる子ども 

②問題に対してみんなで考えを出し合い、より妥当な考えをつくりだし

ていく子ども 

Ｎｅｗ！ 

Ｎｅｗ！ 

重点！ 

実験の意味付け 

重点！ 

適用 

改善 

重点！ 

2017年度の実践に向けて、「新

しい取り組み(New!)」と「重点

的な取り組み（重点!）」 
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原因と結果（要因抽出） 

今年度成果が上がらなかった「話し合う力」、「記述する力」を生かした学習、「改善」「構想」の視点で知

識を活用している学習、「より妥当な考えをつくりだす」学習ができるようにしていく。さらに、様々な「つ

ながり」をもっと意識して、「広がり」が出るような学習にしていく。 

理科の見方・考え方を働かせてより妥当な考えをつくり出すための指導計画 「土地のつくりと変化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空気と水の学習の「つながり」を意識して、見方を「広げる」ための指導計画（単元配列） 

 

 

 

 

 

 

 

「圧力による体積変化」で獲得した科学概念を「温度による体積変化」で活かすことができるようにして

いく。「閉じ込めた水は圧すことができなかったから、温度を変えても変わらないのではないか」という予

想を立てたり、「空気は 360度の力で圧し返してきたのだから、暖まって膨らむ時も 360度なのではないか」

と考察したりできるようにしていく。 

また、水の暖まり方を調べる際に泡が発生していることを発見した子どもの気づきを取り上げて、「水の

三態変化」の学習につなげる。そこで学習したことが、水は地面から常に蒸発しているという学習とつなが

り、５年生や中学２年生での気象の学習へとつながっていく。そうすることで当たり前のように身近にある

「水」と「空気」について「原因と結果」だけで見るのではなく、空間的な見方に「広げる」ことができる

と考えている。内容のつながりだけでなく、「理科の見方・考え方」のつながりも意識して学習を進めてい

く。 

生活や他の活動との「つながり」を意識した指導計画 

４年生は、社会科で水道事業が意図的、計画的に行われ、安全な水が安定供給されることで生活の質が保

たれていることを学習する。そこで「水の循環」についても触れることで、理科の「水の自然蒸発」の学習

と結び付けることができる。水は生きる上で欠かせない物であり、生活とつなげることができる。 

５年生が行う宿泊体験学習のプログラムの一つに、川に行って河原の石を観察したり、カーブの内側と外

側の流れの違いを実験したりしていく。 

 また、４年生では、季節と生き物の関係を見出すために継続的に観察していく。５年生では、天気は西か

ら変わってくるということを生活に活かせるように観察を継続して、天気を予想できるようにしていく。 

このような「つながり」を意識して学習を進めていくことで、科学が好きな子どもの姿を実現していく。 

 

Ⅴ 終わりに 
 今回の一番の成果は、学校の組織に SONY 部会ができて研究が他の学年に広がっていたことである。若い

教員たちが一生懸命取り組んでいる姿は子どもたちをやる気にさせていた。校内での研修をさらに充実さ

せ、「科学が好きな教員」を増やすことが「科学が好きな子ども」を増やすことにつながると思う。今年度、

本校からは、ＳＳＴＡの若手研修、東日本ブロック特別研修に参加させていただいた。そこで学んだことは

次年度の研究計画を立てる時にとても参考になった。これからも「なぜ？」を見つけ、「なぜ？」を解決す

ることが「楽しい！」と目をキラキラ輝かせる子どもたちを育てていきたい。 

（研究代表者・執筆者  境 孝） 

時間的天気の変化 流水の働き 月と太陽 

空間的天気の変化 流水の働き 月と太陽 

全体と部分昆虫と植物の体のつくり 

季節と生き物 人の体のつくりと働き 

原因と結果空気と水の性質 電気の働き 

金属、水、空気と温度 振り子の運動 

物の溶け方 電流の働き 植物の発芽、成長 

理科の見方・考え方 多面的に考え、より妥当な考えをつくり出す 

「全体と部分」「空間的」な見方を働かせて、

地層は露頭の奥にも広がっていることを捉え

る。そして、「原因と結果」の考え方を働かせ

て「縞模様ができる要因を抽出」する。さら

に、「時間的」な見方を働かせて、水の中でで

きた縞模様が陸になった理由を説明するため

に、より妥当な考えをつくり出す。 

【水中でできた縞模様は圧されて陸になった】 

【水中で縞模様ができた後に海が下がった】 

【川の水の力で砂が運ばれて積もっていった】 

働
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せ
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圧力による

体積変化 

水の 

三態変化 

もののあた

たまり方 

温度による

体積変化 
空間的な関係 

水の 

自然蒸発 

5 年生 

中学 2 年生 

天気の変化 




